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名古屋大学減災連携研究センター

地域社会減災計画寄附研究部門助教

地理情報システム（GIS）を

防災・減災に活かす

パソコンを使って地図上に様々な情報を表現する地理情報システム（GIS）に関する技術は

近年ますます発展してきています。

東日本大震災において、GIS はどのように活用されたのでしょうか。

また、南海トラフ巨大地震への備えにおいては、どのような活用が期待されるのでしょうか。

最近の研究と名古屋大学での開発中の事例紹介（皆で減災まちづくりを進めるためのシステム

など）を踏まえ、みなさまと一緒に考えたいと思います。

GEN SCIENCE CAFé
げんさいカフェ
【第 22回】

主催：名古屋大学減災連携研究センター
〒464-8601 名古屋市千種区不老町　tel: （052)789-3468
E-mail: DMRC-OFFIＣE＠seis.nagoya-u.ac.jp

名古屋大学カフェフロンテ
（環境総合館斜め前、本屋フロンテの２階。
ダイニングフォレスト向かい）

★事前申し込み不要
★コーヒーなど飲み物を１人１杯以上
     注文してくださいね。

2013.  3.  5( 火 )     18:00 ～ 19:30
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